
 

 

  

 

 

 

武蔵野市では、グローバル時代にふさわしい広い視野を持った青少年を育成するため、中高生

を海外に派遣し、また各地域からも青少年交流団を招くなど、海外と友好親善を深めています。

今年は、下記のとおり、２都市から青少年が来訪しますので、ホストファミリーとして、交流団

員と一緒に過ごしていただけるご家族を募集します。この機会に身近な国際交流を体験してみ

ませんか？皆様のご家庭が第 2 のふるさととして交流団員の心に深く刻まれることでしょう！ 

 

 

【概要】     ※新型コロナウイルス感染症等の影響により中止・変更となる場合があります 

受入事業名 

ホームステイ期間 

①アメリカ ラボック市ジュニア大使

（中学生）計 16 名 

６月９日(金)夕方～11 日(日)夜 

★申込４月 23 日(日)まで 

②大韓民国 ソウル特別市江東区青少年

交流団（中学生～高校生）計 12 名 

8 月 25 日(金)夕方～27 日(日)夜 

★申込７月２日(日)まで 

受 入 日 数 ２泊３日（金曜日夕方～日曜日夜） 

受 入 人 数 １家庭につき、原則２名 

謝 礼 団員 1 名２泊３日につき 10,000 円 

そ の 他 語学レベルは問いません 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

                

 

①申込 

オンラインフ

ォームに入力

して下さい。 

必要に応じて多文化共生・

交流課よりヒアリングを

行います。 

 

交流団員とご家庭のマッチングをします。

※応募が多い場合は、同年代のお子さんの

いらっしゃる家庭等を優先させていただ

く場合があります。 

 

ホストファミリー

をお願いするご家

庭へ決定のご連絡

をします。  

交流団員の基本情

報が分かるホーム

ステイシートをお

渡しします。 

事 

金曜日の夕方に、市内の滞在先へ団員のお迎えに来ていた

だき、その後、それぞれのご家庭で週末をお過ごしいただき

ます。最終日（日曜日）の夜に全団員とホストファミリーの

方にお集まりいただき、さよならパーティを実施します。 

ご家族みなさんでぜひご参加ください。 

②受付 

④決定 ⑤ 説 明

会 

⑥受入れ実施 

③マッチング 

ホストファミリー申込から受入れ実施までの流れ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海外のどこの都市と交流し

ているの？ 

アメリカ合衆国テキサス州ラボック市、大韓民国ソウル特別市江東区、忠清北

道忠州市、ルーマニア・ブラショフ市、ロシア連邦ハバロフスク市と、青少年世

代を中心に交流を深めています。               

どんな人たちがやってくる

の？ 

それぞれの友好都市で選抜された中高生がやってきます。日本に興味を持ち、

日本語を学んでいる青少年がたくさんいます！ 

どんな家庭がホストファミ

リーになれるの？ 

 国際交流活動に興味を持っているご家庭や、語学力だけでなく積極的な  

コミュニケーション意欲のあるご家庭に、来訪期間中、通常の生活パターンで自

然な受け入れをお願いします。 

ホストファミリーをやった

ことがないのですが。 

 ホストファミリー決定後、説明会を開催しますので、ご不明な点はお気軽にお

尋ねください。なお、事前にホームステイシート（自己紹介文）で、受け入れる

交流団員の食事の嗜好やアレルギーの有無等の情報をお知らせします。 

個室が用意できないのです

が。 

個室やベッドを用意する必要はありません。家族の一員としてホームステイ

をするのですから特別なお客さま扱いをする必要はありません。来訪する交流

団はそのことを理解していますので、みなさんと寝食を共にすることが最高の

思い出となるでしょう。 

ホストファミリーの費用負

担は？ 

基本的に、ご負担いただくものはホームステイ期間中に発生する交通費、食費

などです。特別なおもてなしは必要ありません。公園に行ったり、買い物をする

ことが楽しい思い出になるようです。是非、みなさんの普段の生活を体験させて

あげてください。また、受入にあたっては、謝礼（団員１人あたり１万円）をお

支払いします。 

 

問合せ： 

武蔵野市市民部多文化共生・交流課  

武蔵野市緑町 2-2-28 

電 話：0422-60-1806  

E-mail：sec-koryu@city.musashino.lg.jp 

 

ホストファミリーQ&A 

 

外国語を学んだり海外旅行に出かけたり、異文化に関心をお持ちの

方は多いと思います。しかし、1 番心に残るのは、外国の方と直接触

れ合う体験ではないでしょうか。 

国際化が進む中で、異なる文化を持つ人々との相互理解はますます

重要になってきています。外国の方を家族の一員として迎え一緒に生

活するホームステイは、きっとご家庭に新しい世界の扉を開いてくれ

ることでしょう。 

市 HP 


